
（
広
告
欄
）

消防署消防署 みなさんへみなさんへ御代田 から

火気取扱いの注意点・令和7年秋季火災予防運動について火気取扱いの注意点・令和7年秋季火災予防運動について
　これからの時季、火気を取り扱うことが多くなり火災の発生も増えてくる傾向にあります。ここでは
火気取扱いの注意点と令和７年秋季火災予防運動についてお知らせします。

■令和7年秋季火災予防運動について
　毎年、11月9日から11月15日までの7日間にわたり火災予防運動を実施しております。
①目　　的　火災が発生しやすい時季を迎えるにあたり、火災予防思想の一層の普及を図り、

火災の発生を防止し、高齢者を中心とする死者の発生を減少させるとともに、
財産の損失を防ぐことを目的としています。

②取り組み　消防団と合同の火災予防パレードや、火災予防パトロール、各施設の査察等を
行い火災予防意識の向上、指導を行っています。

問い合わせ先  佐久広域連合消防本部  御代田消防署  （32）0119  ※お掛け間違いにご注意ください。

御
代
田

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を

定
期
開
催
し
て
い
ま
す

　
障
が
い
の
あ
る
方
の
ス
ポ
ー
ツ

の
経
験（
機
会
）を
増
や
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
偶
数
月
に
御
代
田

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
み
た
い
け

ど
今
ま
で
機
会
が
な
か
っ
た
、
で

き
な
い
と
諦
め
て
し
ま
っ
て
い
た

な
ど
の
お
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方

は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ち
ょ
っ
と
来
て
覗
い
て
帰
る
、

途
中
か
ら
参
加
す
る
な
ど
も
大
歓

迎
で
す
。

　
ま
た
、
中
高
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

第
４
回
御
代
田
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

日
時　
10
月
12
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

内
容　

ボ
ー
ル
遊
び
、
フ
リ
ス

ビ
ー
等

参
加
費　
無
料

対
象　
障
が
い
の
あ
る
方
や
そ
の

ご
家
族
ご
友
人

持
ち
物　
室
内
運
動
用
シ
ュ
ー
ズ

　
　
　
　
飲
み
物

申
し
込
み　
不
要

問
い
合
わ
せ
先

　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

（
32
）６
１
１
４

　
長
野
県
行
政
書
士
会
東
信
支
部

に
よ
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

　
相
続
・
遺
言
・
各
種
契
約
な
ど

で
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時

　
10
月
25
日（
土
）

　
午
前
９
時
15
分～

午
後
０
時
15
分

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

　
自
衛
隊
の
高
校
で
技
術
を
早
く

か
ら
学
び
た
い
方

【
推　
薦
】

受
験
資
格

　

男
子
で
中
卒（
見
込
含
）の
学

校
長
が
推
薦
で
き
る
者

受
付
期
間

　
10
月
１
日（
水
）～11

月
28
日（
金
）

試
験
期
日

　
令
和
８
年
１
月
10
日（
土
）～
12

日（
月
）ま
で
の
間
の
指
定
す
る
一

日【一　
般
】

受
験
資
格

　

男
子
で
中
学
校
卒（
見
込
含
）

17
歳
未
満
の
者

受
付
期
間

　
10
月
１
日（
水
）

～
令
和
８
年
１
月
15
日（
木
）

採
用
試
験

　

一
次　

令
和
８
年
１
月
24
日

（
土
）ま
た
は
25
日（
日
）の
い
ず
れ

か
指
定
さ
れ
た
日

※
資
格
等
に
つ
い
て
は
、
条
件
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
上
田
地
域
事
務
所

０
２
６
８（
22
）５
２
６
７

詳
し
く
は
、
自
衛
官
募
集
Ｈ
Ｐ

一
般
曹
候
補
生

　
職
種
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し

て
、
定
年
ま
で
勤
務
し
た
い
方

受
験
資
格

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女　

受
付
期
間

　
11
月
21
日（
金
）ま
で

採
用
試
験

　
一
次（
学
科
試
験
W
e
b
）

　
11
月
29
日（
土
）～12

月
４
日（
木
）

自
衛
官
候
補
生

　

任
期
制
自
衛
官
と
し
て
継
続

か
退
職
か
自
己
を
見
つ
め
直
す

チ
ャ
ン
ス
の
あ
る
制
度
！

受
験
資
格

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女　

受
付
期
間

　
11
月
21
日（
金
）ま
で

採
用
試
験

・
学
科
試
験
W
e
b

　
11
月
29
日（
土
）～12

月
４
日（
木
）

・
口
述
・
身
体
検
査　

　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令
和
７
年
度

自
衛
官
等
を
募
集（
秋
季
）

行
政
書
士無

料
相
談
会

検
索　

 

長
野
地
本

場
所

　
佐
久
市
佐
久
平
交
流
セ
ン
タ
ー

　
会
議
室
２

（
佐
久
市
佐
久
平
駅
南
４
︲
１
）

相
談
例

　
遺
言
・
相
続
、
成
年
後
見
、
離

婚
、
各
種
契
約
、
会
社
設
立
、
外

国
人
ビ
ザ
・
帰
化
、
農
地
転
用
・

土
地
、
各
種
許
可
・
認
可
、
そ
の

他問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
県
行
政
書
士
会
東
信
支
部

０
２
６
７（
41
）６
０
１
３

火気取扱いの注意点

＜ 野焼き、たき火について ＞
　廃棄物の野外焼却（廃棄物の処理及び清掃に関する法律により）は原則禁止されています。次の
場合は例外として焼却が認められていますが、佐久広域連合火災予防条例により「火災と紛らわし
い煙又は火炎を発する恐れのある行為」を行う場合は管轄消防署に届出、連絡が必要です。

①国または地方公共団体で、その施設の管理を行うために必要な焼却
②災害の予防、応急対策または、復旧のために必要な焼却
③たき火や剪定した庭木の焼却など日常生活の中で通常行われる軽微な焼却ほか

①寝たばこは絶対にしない！
　全国の火災の原因で一番多いのがタバコによる火災です。また寝タバコをし
て、ついウトウトしていまい火災になるケースは珍しくありません。タバコを
吸うときは水と灰皿を用意して必ず火を消しましょう。

②野焼き、たき火をする際には必ず消火器、水を用意しましょう！
　炎は風にあおられると一気に燃え上がります。炎が大きくなってから水など
を準備し始めても間に合いません。消火用の道具（水バケツや、スコップなど）
を準備してから行いましょう。
　火が消えるまでは決して離れないでください。その場を離れる時、また終え
た際には、確実に消火するために水を掛けましょう。

■御代田町管内火災件数について
　令和7年度御代田町管内火災件数は2件（8月1日現在）であり、どの火災も火気の取扱いの不注意によって
火災が発生しております。もう一度火気の使用についてご確認いただき、安全に使用するようお願いします。

　
行
政
相
談
は
、
行
政
に
関
す
る

苦
情
、
意
見
・
要
望
を
受
け
付
け
、

そ
の
解
決
や
実
現
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
行
政
の
制
度
や
運
営
の

改
善
に
い
か
し
て
い
ま
す
。

　
総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度

に
つ
い
て
、
広
く
国
民
に
理
解
さ

れ
、
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

毎
年
９
月
お
よ
び
10
月
の
２
カ
月

間
を「
行
政
相
談
月
間
」と
定
め
、

行
政
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱

を
受
け
た
行
政
相
談
委
員
が
応
じ

て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

行
政
相
談
の
お
知
ら
せ

　
次
の
よ
う
に
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時

　
10
月
20
日（
月
）

　
午
前
９
時
か
ら
11
時
ま
で

場
所　
御
代
田
町
役
場

問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
行
政
係（
内
線
1
3
3
）
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